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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月25日(2014.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　前記可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結
果を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシンにおいて、
　遊技者が表示結果を導出させるために操作する導出操作手段と、
　表示結果が導出される前に、所定数の遊技用価値の付与を伴う特定の小役入賞を含む複
数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果と前記導出操作手段の操作手順とに応じて前記表示結果を
導出する導出制御手段と、
　前記操作手順を報知する権利を付与するか否かを決定する権利決定手段と、
　所定の状態において前記権利決定手段の決定により付与された権利を用いて前記操作手
順を報知する手順報知手段と、
　前記権利決定手段の決定により付与された権利の個数が所定数以上であることを条件と
して特定演出を実行する特定演出実行手段と、
　前記所定の状態を含む複数種類の状態に関する制御を行う状態制御手段と、
　を備え、
　前記状態制御手段により前記所定の状態を終了させる制御が、前記事前決定手段により
第１決定がなされ前記導出操作手段が第１手順で操作されたとき、または前記事前決定手
段により前記第１決定と異なる第２決定がなされ前記導出操作手段が前記第１手順とは異
なる第２手順で操作されたときに行われ、
　前記導出制御手段は、
　前記事前決定手段により前記第１決定がなされたときに、前記導出操作手段が前記第１
手順で操作された場合に前記特定の小役入賞を発生させる表示結果を導出せず、前記導出
操作手段が前記第２手順で操作された場合に前記特定の小役入賞を発生させる表示結果を
導出し、
　前記事前決定手段により前記第２決定がなされたときに、前記導出操作手段が前記第２
手順で操作された場合に前記特定の小役入賞を発生させる表示結果を導出せず、前記導出
操作手段が前記第１手順で操作された場合に前記特定の小役入賞を発生させる表示結果を
導出し、
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　前記手順報知手段は、前記操作手順を報知するにあたり、前記事前決定手段により前記
第１決定がなされたときに前記第２手順を報知し、前記事前決定手段により前記第２決定
がなされたときに前記第１手順を報知する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－１５０００号公報（段落０１４５～０１４７等）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、所定の状態が終了することを回避しつつ、小役入賞を発生させることができ
るスロットマシンを提供することを目的とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するため、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　前記可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結
果を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシンにおいて、
　遊技者が表示結果を導出させるために操作する導出操作手段と、
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　表示結果が導出される前に、所定数の遊技用価値の付与を伴う特定の小役入賞を含む複
数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定結果と前記導出操作手段の操作手順とに応じて前記表示結果を
導出する導出制御手段と、
　前記操作手順を報知する権利を付与するか否かを決定する権利決定手段と、
　所定の状態において前記権利決定手段の決定により付与された権利を用いて前記操作手
順を報知する手順報知手段と、
　前記権利決定手段の決定により付与された権利の個数が所定数以上であることを条件と
して特定演出を実行する特定演出実行手段と、
　前記所定の状態を含む複数種類の状態に関する制御を行う状態制御手段と、
　を備え、
　前記状態制御手段により前記所定の状態を終了させる制御が、前記事前決定手段により
第１決定がなされ前記導出操作手段が第１手順で操作されたとき、または前記事前決定手
段により前記第１決定と異なる第２決定がなされ前記導出操作手段が前記第１手順とは異
なる第２手順で操作されたときに行われ、
　前記導出制御手段は、
　前記事前決定手段により前記第１決定がなされたときに、前記導出操作手段が前記第１
手順で操作された場合に前記特定の小役入賞を発生させる表示結果を導出せず、前記導出
操作手段が前記第２手順で操作された場合に前記特定の小役入賞を発生させる表示結果を
導出し、
　前記事前決定手段により前記第２決定がなされたときに、前記導出操作手段が前記第２
手順で操作された場合に前記特定の小役入賞を発生させる表示結果を導出せず、前記導出
操作手段が前記第１手順で操作された場合に前記特定の小役入賞を発生させる表示結果を
導出し、
　前記手順報知手段は、前記操作手順を報知するにあたり、前記事前決定手段により前記
第１決定がなされたときに前記第２手順を報知し、前記事前決定手段により前記第２決定
がなされたときに前記第１手順を報知する
　ことを特徴としている。
　本発明のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームを開始させることが可能となり、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示さ
せる可変表示装置（可変表示装置２）に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了
し、該可変表示装置に導出された表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシン
（スロットマシン１）において、
　ゲーム毎に前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、通常遊技状態よりも遊
技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボーナス、レギュラーボーナス）への移行を伴
う特別表示結果（ビッグボーナス（Ａ）、ビッグボーナス（Ｂ）、ビッグボーナス（Ｃ）
、レギュラーボーナス）と、該特別表示結果とは異なる一般表示結果（小役、リプレイ）
とを含む複数種類の入賞表示結果の導出を許容するか否かを決定する事前決定手段（ＣＰ
Ｕ１１１：内部抽選（図５（ｂ）））と、
　前記識別情報の変動表示を停止させるために遊技者により操作される停止操作手段（停
止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒ）と、
　前記事前決定手段の決定結果と前記停止操作手段の操作手順とに応じて前記可変表示装
置に表示結果を導出させる手段であって、前記事前決定手段により所定の不利決定（赤チ
ェリー、青チェリーまたは白チェリーの当選）が行われていることを条件として前記特別
表示結果とは異なる所定の不利表示結果（チェリーハズレ目）を導出させる導出制御手段
（ＣＰＵ１１１：リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒの停止制御）と、
　前記可変表示装置の表示結果として前記特別表示結果が導出されたときに、所定の特別
終了条件が成立するまで、前記特別遊技状態に遊技状態を制御する特別遊技状態制御手段
（ＣＰＵ１１１：ビッグボーナス（Ａ）、ビッグボーナス（Ｂ）またはビッグボーナス（
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Ｃ）に入賞するとビッグボーナスに、レギュラーボーナスに入賞するとレギュラーボーナ
スに遊技状態を制御（図６））と、
　前記特別遊技状態とは異なる所定の遊技状態において前記可変表示装置の表示結果とし
て前記不利表示結果が導出されたときに、所定の不利終了条件が成立するまで、遊技者に
とって不利な不利状態に遊技状態を制御する不利状態制御手段（ＣＰＵ１１１：通常遊技
状態またはレアＲＴにおいてチェリーハズレ目が導出されると不利ＲＴに遊技状態を制御
（図６））と、
　前記不利表示結果の導出を回避するための前記停止操作手段の操作手順を報知する回避
権利（ナビ権利）を付与するか否かを決定する回避権利決定手段（ＣＰＵ１２１（ステッ
プＳ１１３、Ｓ１１８）：ＲＴナビ抽選を実行）と、
　前記所定の遊技状態において前記回避権利決定手段の決定により付与された回避権利を
用い、該用いた回避権利に基づく報知終了条件が成立するまで前記不利決定が行われたと
きに前記不利表示結果の導出を回避するための前記停止操作手段の操作手順を報知する手
順報知手段（ＣＰＵ１２１（ステップＳ１０３～Ｓ１０８）：通常遊技状態またはレアＲ
Ｔにおいてナビ権利カウンタの値が０より大きいときには、特別スタート音を出力させ、
当選しているものの種類に応じた画像を液晶表示器４に表示する。ＲＴナビの実行により
ナビ権利カウンタの値を減算する）と、
　前記回避権利決定手段の決定により付与した回避権利を、各々の回避権利が前記手順報
知手段によって用いられるまで複数個持ち越すことが可能な回避権利持越手段（ＣＰＵ１
２１（ステップＳ１０８、Ｓ１１５、Ｓ１２０）：ナビ権利カウンタの値は、ＲＴナビ抽
選の当選により１だけ加算され、）と、
　前記回避権利持越手段により持ち越された前記回避権利の個数が所定数以上であること
を条件として、特定演出（特別払い出し音）を実行する特定演出実行手段（ＣＰＵ１２１
（ステップＳ１２６、Ｓ１２７）：遊技状態とナビ権利カウンタに従って払い出し音を選
択して出力。ナビ権利カウンタの値が１または２のときに特別払い出し音Ａを、ナビ権利
カウンタの値が３のときに特別払い出し音Ａまたは特別払い出し音Ｂを出力可能（図８）
）とを備え、
　前記可変表示装置は、各々が識別情報を変動表示させる複数の可変表示部（リール３Ｌ
、３Ｃ、３Ｒ）を含むとともに、前記スロットマシンは、該可変表示装置の表示結果とし
て所定の複数の入賞ライン（上段、中段、下段、右上がり対角線、右下がり対角線）の何
れかに導出された識別情報の組み合わせに応じて入賞を発生させるものであり（図５（ａ
））、
　前記事前決定手段は、
　前記一般表示結果のうちの第１一般表示結果（スイカ）の導出を許容する旨を単独で決
定する第１の決定手段（スイカ（図５（ｂ））と、前記一般表示結果のうちの前記第１一
般表示結果と第２一般表示結果（１枚役）の導出を許容する旨を同時に決定する第２の決
定手段（スイカ＋１枚役（図５（ｂ））と、前記第１一般表示結果と前記特別表示結果の
導出を許容する旨を同時に決定する第３の決定手段（ビッグボーナス（Ａ）＋スイカ、ビ
ッグボーナス（Ｂ）＋スイカ、ビッグボーナス（Ｃ）＋スイカ、レギュラーボーナス＋ス
イカ（図５（ｂ））と、前記第１一般表示結果と前記第２一般表示結果と前記特別表示結
果の導出を許容する旨を同時に決定する第４の決定手段（ビッグボーナス（Ａ）＋スイカ
＋１枚役、ビッグボーナス（Ｂ）＋スイカ＋１枚役、ビッグボーナス（Ｃ）＋スイカ＋１
枚役、レギュラーボーナス＋スイカ＋１枚役（図５（ｂ））とを含むとともに、
　前記第１の決定手段による決定がされる確率と前記第３の決定手段による決定がされる
確率との比は、前記第２の決定手段による決定がされる確率と前記第４の決定手段による
決定がされる確率との比とは異なり（スイカ、スイカ＋１枚役の判定値数は、何れも１３
１０、ビッグボーナス（Ａ）＋スイカ、ビッグボーナス（Ｂ）＋スイカ、ビッグボーナス
（Ｃ）＋スイカ、レギュラーボーナス＋スイカの判定値数がそれぞれ２１、ビッグボーナ
ス（Ａ）＋スイカ＋１枚役、ビッグボーナス（Ｂ）＋スイカ＋１枚役、ビッグボーナス（
Ｃ）＋スイカ＋１枚役、レギュラーボーナス＋スイカ＋１枚役の判定値数がそれぞれ９（
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図５（ｂ））、
　前記導出制御手段は、
　前記第１の決定手段または前記第３の決定手段により前記第１一般表示結果の導出が許
容されているときにおいて該第１一般表示結果を導出させるときには、前記複数の入賞ラ
インのうちの第１の入賞ラインに第２の入賞ラインよりも高い割合で導出させ（スイカ当
選フラグが単独で設定されている場合と、ビッグボーナス（Ａ）当選フラグ、ビッグボー
ナス（Ｂ）当選フラグ、ビッグボーナス（Ｃ）当選フラグまたはレギュラーボーナス当選
フラグとスイカ当選フラグとが重複して設定されている場合は、原則としてスイカの図柄
を横方向３本の何れかの入賞ラインに揃える）、
　前記第２の決定手段または前記第４の決定手段により前記第１一般表示結果の導出が許
容されているときにおいて該第１一般表示結果を導出させるときには、前記複数の入賞ラ
インのうちの第２の入賞ラインに第１の入賞ラインよりも高い割合で導出させる（スイカ
当選フラグと１枚役当選フラグとが重複して設定されている場合と、ビッグボーナス（Ａ
）当選フラグ、ビッグボーナス（Ｂ）当選フラグ、ビッグボーナス（Ｃ）当選フラグまた
はレギュラーボーナス当選フラグとスイカ当選フラグと１枚役当選フラグとが重複して設
定されている場合には、原則としてスイカの図柄を対角線２本の何れかの入賞ラインに揃
える）
　ことを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　その台状部分の垂直面には、スタートレバー１１と、停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２
Ｒとが設けられている。スタートレバー１１は、ゲームを開始する際に遊技者が操作する
もので、その操作がスタートスイッチ４１（図２参照）によって検出されると、リールモ
ータ３ＭＬ、３ＭＣ、３ＭＲが駆動開始され、リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒが回転開始する。
リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒが回転開始した後所定の条件が成立することにより停止ボタン１
２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒの操作が可能となると、その内部に備えられた操作有効ランプ６３
Ｌ、６３Ｃ、６３Ｒ（図２参照）が点灯状態となって、その旨が遊技者に示される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　図示するように、リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒの何れについても「ＪＡＣ」は、互いに５コ
マ以内に配置されている。「ベル」は、左のリール３Ｌについては６コマ間隔で配置され
ている箇所があるが、中と右のリール３Ｃ、３Ｒについては５コマ以内に配置されている
。「スイカ」は、左のリール３Ｌについては０番と７番と１２番の３箇所にしか配置され
てなく、中のリール３Ｃについては７番と１０番と１５番の３箇所にしか配置されてなく
、右のリール３Ｒについては１９番と１０番の２箇所にしか配置されていない。右のリー
ル３Ｒについて、「赤チェリー」、「青チェリー」、「白チェリー」は、それぞれ１つず
つしか配置されてなく、互いの配置間隔は７コマとなっている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１０８】
　「赤７」、「青７」、「白７」、「ＢＡＲ」は、リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒの何れについ
ても、配置間隔が５コマ以上となっている箇所がある（１つのリール上で１個しか配置さ
れていないこともある）。特に左のリール３Ｌについては、「赤７」と「青７」、「赤７
」と「ＢＡＲ」の互いの配置間隔が７コマ以上となっている。中のリール３Ｃについては
、「赤７」と「青７」、「青７」と「白７」、「白７」と「ＢＡＲ」の互いの配置間隔が
７コマ以上となっている。右のリール３Ｒについては、「赤７」と「白７」、「青７」と
「ＢＡＲ」の互いの配置間隔が７コマ以上となっている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　なお、後述する内部抽選においてビッグボーナス（Ａ）、ビッグボーナス（Ｂ）、ビッ
グボーナス（Ｃ）またはレギュラーボーナスに当選していても、リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒ
について「赤７」、「青７」、「白７」、「ＢＡＲ」が必ずしも５コマ以内に配置されて
いる訳ではないので、停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒの操作手順によってはこれらの
役に入賞しない場合がある。もっとも、ビッグボーナス（Ａ）、ビッグボーナス（Ｂ）、
ビッグボーナス（Ｃ）またはレギュラーボーナスの当選は、入賞するまで持ち越される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　スイカは、何れの遊技状態においても何れかの入賞ラインに「スイカ－スイカ－スイカ
」の組み合わせが揃ったときに入賞となり、８枚のメダルが払い出される。リール３Ｌ、
３Ｃ、３Ｒの何れについても「スイカ」は、５コマ以内に配置されている訳ではないので
、スイカに当選していても、停止ボタン１２Ｌ、１２Ｃ、１２Ｒの操作手順によっては入
賞しない場合がある。小役であるスイカの当選は、入賞しなくても持ち越されない。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　ベルは、何れの遊技状態においても何れかの入賞ラインに「ベル－ベル－ベル」の組み
合わせが揃ったときに入賞となり、レギュラーボーナス（ビッグボーナス中に提供された
場合を含む）においては１５枚のメダルが、それ以外の遊技状態においては６枚のメダル
が払い出される。左のリール３Ｌには「ベル」が最大でも６コマ間隔で配置されており、
中と右のリール３Ｃ、３Ｒには「ベル」が５コマ以内に配置されているので、左の停止ボ
タン１２Ｌを１番目に操作することを条件として、ベルに当選していれば必ず入賞する。
ベルの当選時に中のリール３Ｃの「ベル」を中段に停止させるのであれば、左の停止ボタ
ン１２Ｌを２番目に操作しても、ベルに当選していれば必ず入賞する。小役であるベルの
当選は、入賞しなくても持ち越されない。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１２５】
　リール３Ｌ、３Ｃ、３Ｒについての「ＪＡＣ」、リール３Ｒについての「ベル」は、５
コマ以内に配置されているため、内部抽選においてリプレイＡまたはリプレイＢに当選し
ているときには、必ずこれらの役に入賞する。また、リプレイＡ及びリプレイＢは、当選
時において他の如何なる役よりも優先して入賞するようにリール制御が行われるため、リ
プレイＡまたはリプレイＢに当選しているときには、さらに他の役に当選（ビッグボーナ
ス（Ａ）、ビッグボーナス（Ｂ）、ビッグボーナス（Ｃ）またはレギュラーボーナスの当
選の持ち越しを含む）していても、必ずこれらの役に入賞する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５８】
　例えば、左の停止ボタン１２Ｌを１番目に操作した場合には、その操作タイミングに関
わらずに、左のリール３Ｌの上中下段の何れかに「ベル」を停止させることが可能である
。その後に停止される中と右のリール３Ｃ、３Ｒについては、「ベル」が５コマ以内に配
置されているため、停止ボタン１２Ｃ、１２Ｒの操作手順に関わらずに、ベルに入賞する
こととなる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　左の停止ボタン１２Ｌを２番目に操作する場合には、次のようになる。すなわち、１番
目に停止されるのが中のリール３Ｃであれば、リール３Ｃの中段に「ベル」が停止され、
１番目に停止されるのが右のリール３Ｒであれば、リール３Ｒの上段または下段の何れか
に「ベル」が停止されるものとなっている。２番目に停止される左のリール３Ｌについて
は、停止ボタン１２Ｌの操作タイミングに関わらずに「ベル」を上段または下段に停止さ
せることができ、これにより「ベル」をテンパイさせるものとなる。最後に停止される中
のリール３Ｃまたは右のリール３Ｒについては、「ベル」が５コマ以内に配置されている
ため、停止ボタン１２Ｃまたは停止ボタン１２Ｒの操作タイミングに関わらずに、ベルに
入賞することとなる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　また、左のリール３Ｌに「スイカ」が停止されることが優先されるとすると、「スイカ
」とともに「青７」、「白７」または「ＢＡＲ」を左のリール３Ｌに停止させることがで
きる停止ボタン１２Ｌの操作タイミングの範囲も、非常に限られたものとなっている。仮
に左のリール３Ｌについて「スイカ」が中段に、「白７」が上段に停止しているものとす
ると、中のリール３Ｃの停止ボタン１２Ｃを操作する場合に、「スイカ」がテンパイする
のを避けつつ、「白７」をテンパイさせることができる停止ボタン１２Ｃの操作タイミン
グというものはない。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
　右のリール３Ｒが３番目に停止される場合に、先に停止される左と中のリール３Ｌ、３
Ｃまでで「赤７」、「青７」、「白７」または「ＢＡＲ」をテンパイしていても、右のリ
ール３Ｒに「赤チェリー」を停止させることができず、且つテンパイした図柄を停止させ
ることができるタイミングで停止ボタン１２Ｒを操作しない限り、ビッグボーナス（Ａ）
、ビッグボーナス（Ｂ）、ビッグボーナス（Ｃ）またはレギュラーボーナスには入賞し得
ない。つまり、赤チェリーに当選しているときには、「赤チェリー」と５コマ以内に配置
されている「赤７」や「青７」に対応したビッグボーナス（Ａ）やビッグボーナス（Ｂ）
について、入賞させることが可能になる引き込みコマ数として４コマが得られなくなる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４２１】
　ここで、所定ゲーム数を消化する前にＲＴを終了させる所定の表示結果を導出可能とす
る役に当選したときに、ナビ権利が付与されていれば、その当選を遊技者に報知するもの
としてもよい。この場合、ナビ権利は、上記の実施の形態と同様に、ＲＴナビ抽選に当選
する毎に１個ずつ付与されるものとし、ナビ権利の付与された個数に応じて、上記の実施
の形態と同様にメダル払い出し音を出力させるものとしてもよい。この場合のＲＴも、ボ
ーナス当選により終了せず、ボーナス入賞しない限り所定ゲーム数継続するものとするこ
とができる。なお、ＲＴにおいて、該ＲＴを終了させる所定の表示結果を導出可能とする
役に当選したときに行う報知、及び、この報知に伴うナビ権利の用いられ方については、
上記の実施の形態と同様のものとするだけではなく、後述する変形例と同様のものとする
こともできる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４３６】
　また、演出制御基板１０２には、工場からの出荷前に通常の遊技制御基板１０１代えて
コマンドシミュレータ（試験用の遊技制御基板）を接続できる構成とすることができ、コ
マンドシミュレータから入力される各種の検査コマンドに基づいて、演出制御基板１０２
に接続された各演出手段やタッチパネルのような演出操作手段の検査を行えるようにする
ことができる。
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